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2. イントロダクション	

2.1. 概観	
 
ネットワーク搭載車両のための車載エレクトロニクス・エンジニアリング・ツール 
 
Vehicle Spy(ビークル・スパイ)は、現在、また将来の車載ネットワークのデザイン・テスト・解析のための、

世界トップクラスのエンジニアリングツールです。 
 
自動車のエレクトロニクスの複雑さは、１０年前の数えるばかりの電子機器から、ネットワークに接続された

何十台もの機器へと、前例のないレベルへと発展してきています。 
 
さらなる複雑化の要因として、ゲートウェイで接続されたメイン・ネットワーク、サブ・ネットワーク、マル

チメディア・ネットワークを含む複合ネットワークが挙げられます。この新たな複雑性が、車載エレクトロニ

クス・システムの開発と検証の難しさに拍車をかけています。 
 
Vehicle Spy は、使いやすさと生産性にフォーカスし、そのような困難の解決に貢献します。Vehicle Spy には、

情報への迅速なアクセスを支援する沢山のツールが含まれています。 
 
VehicleSpy の使用例 
 
 バス解析 – すべてのネットワークメッセージを同時に観測 
 フライトレコーダ – バスイベントを自動的にキャプチャし、バッファファイルを保存 
 ノードシミュレータ – 欠けているノードやゲートウェイ、もしくは車両全体をシミュレーション 
 フラッシュ / 診断ツール – ECU ソフトウェアのフラッシュ、メモリの読込/書込、エラーコードの読込 

 
同時に複数プロトコルをサポート 
 
CAN（デュアル & シングル・ワイヤ）, Ford SCP, Ford UBP, GM CGI, GME CIM SCL K-line, GMLAN, 
ISO9141, J1708, J1850 PWM, J1850 VPW（GM Class 2 & Chrysler 1 バイト・ヘッダ）, J1857, J1939, 
Keyword 2000, LIN, LSFT CAN, UART 
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2.2.6. まとめ	
 
Vehicle Spy は、電子モジュール開発、診断ツール開発、検証テスト、車載耐久性テスト、テスト・コンサル

ティング、車載データ収集、等の担当者に対して、大きなメリットを提供します。以下の表に概要を示します。 
 

各担当者に対するメリット 
 

使用例 
電子 

モジュール

開発 

診断 
ツール

開発 

検証 
テスト

車載 
耐久性

テスト

テスト 
コンサル 
ティング 

車載 
データ

収集 
1) バストラフィック観測 高 高 高 中 低 低 
2) 値の記録 低 高 中 中 低 高 
3) フライトレコーダ 中 中 中 高 低 低 
4) ノードシミュレーション 高 高 中 低 低 低 
5) テスト自動化 低 低 高 低 高 低 

 

2.3. 世界のユーザ様一覧	
 
Vehicle Spy は、世界の主要な自動車メーカーやサプライヤに、車載ネットワークの診断・検証・開発・テス

ト用ツールとして、採用頂いています。ユーザとしては、General Motors、Visteon、Delphi Delco Electronics、
Valeo、Lear Corporation、TRW、Ascent Technologies、Motorola、Panasonic、Continental-Teves、SPX 
Corporation などが挙げられます。詳細は弊社 HP を御覧ください。 
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CAN と J
観測を一

絶対/相対

Excel 互
ァイルの

データ収

16 進、1
メッセー

バッファ

歴保持が

フォント

バス負荷

変化量に

黒から灰

データバ

変化。メ

メッセー

右クリッ

にコピー

それぞれ

オンライ

く、メッ

バイト、

データベ

ナルの簡

メッセー

ート・エ

カスタム

６進数、

任意のネ

ワークの

計算シグ

シグナル

ht 1997-2013

車両ネットワー

両ネットワーク

ム・タブ機能に

Spy 設定ファイ

機能により複数

ルの履歴を保持

クリプトによる

チュートリアル

Global Position
スエンジニアリ

ージに関するテ

ペダル位置、速

ワーク、ノード

ルタ 
J1850 のデータ

一時停止し、過

対時間表示 
互換フォーマッ

の保存及び表示

収集後のフィル

0 進、2 進、A
ージ、ネットワ

ァ容量は、シス

が可能 
トと色のカスタ

荷の表示 
による強調：現

灰色となりフェ

バイトの変化に

メッセージの状

ージ中の任意の

ックメニューか

ー 
れ別個の表に設

イン時の動的編

ッセージの編集

ニブル（４ビ

ベースボタンの

簡単な呼び出し

ージから、任意

エンコーデッド

ム可能なデジタ

物理値、数学

ネットワーク上

の変化に基づく

グナル型を利用

ル生成 

Intrepid Cont

ークに対する、

・プロトコル

によって、効率

イルを保存、呼

数ユーザーを管

持、またデータ

るカスタム機能

ルを含むオンラ

ing System）

ングに適した

テキスト形式の

速度等のメッセ

ド、メッセージ

タを同じ画面に

過去のデータを

トで、メッセ

示 
ルタリングと解

ASCII データ表

ワーク、ノード

ステム・メモリ

タマイズ 

現在観測されて

ェードアウト

による強調：デ

状態変化の検出

の情報に基づく

から、メッセー

設置された受信

編集(Vehicle Sp
集が可能！) 
ビット）、ビッ

の押下で、デー

し 
意の式を用いて

ド、テキスト、

タル及びアナロ

学的表記） 
上の、送信メッ

自動応答・送

用した、正弦関

trol Systems,

同時観測・送

ルに対しても対

率的な画面操作

呼び出し 
管理、直近の 1
・ディレクト

能の生成 
イン・ヘルプ

の利用 
たメッセージ検

の記述を表示

セージ中の全て

ジ、データ・タ

に表示 
を表示 

ージ記述とシ

解析 
表示 
ドに基づく色分

リに依存。百万

ていないメッセ

データバイトの

出に有用 
、メッセージ

ージをメッセー

信メッセージと

py を停止・オ

ト単位でのメ

ータベースから

てシグナルを算

アナログ）

ログ値のフォー

ッセージとのリ

送信を実現 
関数、ランプや

, Inc.               

送信が可能。異

対応可能 
作が可能 

100 のセット

リを管理 

プ 

検出機能 

てのシグナルを

タイプに基づく

グナルを含むデ

分け 
万メッセージ以

セージやシグナ

の変化時に、青

ジ表示の整列 
ージエディタへ

送信メッセー

オフライン化す

ッセージの特

らのメッセージ

算出（デジタル

ーマット（２進

リンクにより、

やカスタム関数
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異なる複

アップ・

を表示 
く包含/除

データフ

以上の履

ナルは、

青色へと

へと簡単

ジ 
ることな

定 
ジやシグ

ル、ステ

進数、１

、ネット

数による
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送信パネ

ネットワー

ァンクション

ノード 

グラフィカル

ocumentation

ネル 

ーク

ブロック 

ルパネル 
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メッセー

エラーや

メッセー

メッセー

メッセー

ネルに表

送信メッ

周期的メ

手動メッ

表示器や

表示器や

ブロック

スト表示

ロップダ

ーリング

グラフは

PRNDL
に対する

アクショ

ザのデー

グラフィ

図の作成

カスタム

Visual Ba
任意の数

ネットワ

CAN と

ウント、

バス占有

任意の数

異なるネ

ノード毎

CAN と

ト、メッ

占有率最

キャプチ

してリプ

次のスク

プ、メッ

別のファ

セージ統

示、ある

任意の式

ユニーク

存 
イベント

メッセー

式・Java
ロックの

任意の数

ht 1997-2013

ージ長を Expec
やバスイベント

ージごとの色分

ージとシグナル

ージエディタに

表示 
ッセージは、受

メッセージ送信

ッセージ送信ボ

やコントローラ

やコントローラ

クボタン、On/O
示、テキスト入

ダウンリスト、

グモニタ 
は X 軸 vs Y 軸、

や電源モード

るドロップダウ

ョンボタンによ

ータディレクト

ィカルディスプ

成 
ムに便利な機能

asic スタイルの

数のネットワー

ワークごとの色

J1850 ネット

メッセージレ

有率最大値 
数のノード数を

ネットワークか

毎の色分け 
J1850 ネット

ッセージレート

最大値 
チャ済みネット

プレイ 
クリプトコマン

ッセージ送信、

ァンクションブ

統計をリセッ

る式が真ならば

式に基づく、ト

クなファイル命

トに基づくデジ

ージ間の遅延や

a・他のファン

の開始・停止・

数のファンクシ

Intrepid Cont

cted Length In
等のメッセー

分け機能 
ルの切り取り、

に定義された送

受信メッセージ

信 
ボタン 
ラを持つアプリ

ラの内容：グラ

Off ボタン、ノ

入力、数値入力

気圧計、グリ

、または Y 軸

のような、ス

ウンコントロー

よるパネルのプ

リへのアクセ

プレイによる、

能を多く含む各

のプロパティエ

ークをサポート

色分け 
ワークのため

レート、メッセ

をサポート 
からのノードを

トワークのため

ト、メッセージ

トワークトラフ

ンドを有するカ

一定時間の待

ブロック、受信

ト、スクリプ

ばジャンプ、等

リガ前後のネ

命名法とともに

ジタル出力駆動

やオフセットを

ンクションブロ

トリガ 
ションブロック

trol Systems,

put 機能により

ージの特徴によ

コピー、貼り

送信メッセージ

ジまたはシグナ

ケーションを

ラフ、送信ボタ

ノブ、メーター

力、グラフィカ

リッド、アクシ

vs T 軸 
テート・エン

ール 
プリント、パネ

セス 
パネル上のロ

各種ユーザイン

エディタ 
 

のネットワー

セージレート最

をサポート 

めのノード統計

ジレート最大値

フィックに、任

カスタムスクリ

待機、ある式が

信メッセージに

プト停止、グラ

等 
ネットワークバ

に、ネットワー

動 
を調整して、メ

ロックに基づく

生成 

, Inc.               

り検証 
る特定 

付け、整列 
ジは、自動的に

ルから算出が

自作 
タン、ファンク

ー、LED/ライ

カルディスプ

ションボタン、

コーデッドパ

ネルの切り替

ロゴ等、色付き

タフェースパ

ク統計：メッ

最大値、バス

計：メッセージ

値、バス占有率

任意のフィルタ

リプトの作成

が真になるまで

に値や式を代入

ラフィカルパネ

ッファキャプ

ークトラフィ

ッセージ群を

く、ファンクシ
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に送信パ

可能 

クション

ト、テキ

レイ、ド

、スクロ

ラメータ

え、ユー

きの線や

ーツ 

セージカ

占有率、

ジカウン

率、バス

タを追加

：ジャン

で待機、

入、メッ

ネルを表

チャ 
ックを保

送信 
ションブ
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車載ネッ

ースの読

データベ

メッセー

インポー

トサポー

各ネット

診断リク

診断応答

データは

示 

	

ht 1997-2013

ットワーク上に

読込 
ベースによるメ

ージエディタへ

ート・エクスポ

ート 
トワークがそれ

クエストの設定

答のデコードの

は、可読性の高

Intrepid Cont

にて送受信され

ッセージとシ

への迅速な入力

ポートのための

れぞれ別個のデ

定及び起動 
のためのデータ

高いテキスト形

trol Systems,

れるメッセージ

シグナルの自動

力 
の、DBC と UE

データベースを

ベース使用

形式と、生デー

, Inc.               

ジを定義したデ

動記述・表示 

EF ファイルフ

保持可能 

ータメッセージ
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データベ

ォーマッ

ジにて表
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PC シ
 
最低条
 







 
推奨条
 







 
オプシ
 





 
 
車両ネ
 
Vehicl
ェース
  
 

ehicle Spy Do

2.5. 要
ステム要件 

条件 

 Windows 
 RAM : 25
 CPU : Int
 画面解像度

 neoVI (Bl

条件 

 Windows 
 RAM: 1G
 CPU: 2.1
 画面解像度

 neoVI (Bl

ション 

 オーディ

 GPS ユニ

 PC ジョイ

ネットワーク・

e Spy は、Intr
スをサポートし

ocumentation

要件	

 XP (SP 3), W
56 MB 
tel Celeron 1 G
度：1024 x 76
lue, Yellow, Re

 XP (SP 3), W
GB 以上 

 GHz 以上 
度: 1280 x 102
lue, Yellow, Re

オカード 
ニット（NMEA
イスティック 

インターフェ

repid Control S
しています。こ
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Windows Vista 

GHz 
68 
ed, FIRE), もし

Windows Vista, 

24 以上 
ed, FIRE), もし

A RS232 Interfa

ェース・ハード

Systems, Inc.社
これらは、Vehi

neoVI FI
 
推奨：CA
OBD-II, L
 
 
 
 
 
neoVI BL
 
推奨：CA
Ford SCP
 
 
 
 
 
 
 
 

ht 1997-2013

(Pre SP, SP 1

しくは ValueC

 or Windows 7

しくは ValueC

ace） 

ドウェア 

社製の、車載ネ

icle Spy と密に

RE 車両インタ

AN, J1850, GM
LIN, J1939 

LUE 車両イン

AN, J1850, GM
P, OBD-II, J15

Intrepid Cont

, or SP2) or W

CAN 

7 

CAN 

ネットワークの

に統合されてい

ターフェース

MLAN, GM Cla

ンターフェース

MLAN, GM Cla
587, J1708, LI

trol Systems,

Windows 7 (Pre

のためのハード

います。 

ass 2, ISO914

 

ass2, ISO9141
N, J1939 

, Inc.               

e SP or SP1) 

ドウェア・イン

41, Keyword 20

1, Keyword 20
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ンターフ

000, 

000, 



 Ve

 

 
 

2
 
Vehicl
 

ehicle Spy Do

2.6. ウ
e Spy の詳細に

ocumentation

ウェブ
に関して、弊社
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neoVI YE
 
推奨：DW
J1708, L
 
 
 
 
 
 
neoVI RE
 
推奨：DW
 
 
 

 
 
 
ValueCA
 
推奨：DW
 
 
 
 

ブサイ
社 HP もご覧下

 

ht 1997-2013

ELLOW 車両イ

W CAN, J1850
IN, J1939 

ED 車両インタ

W CAN, ISO9

AN3 車両インタ

W CAN, J1939

イト 
下さい。 

Intrepid Cont

インターフェー

0, GM Class 2

ターフェース

141, Keyword

ターフェース

9 

trol Systems,

ース 

2,ISO9141, Ke

2000, LIN, J1

, Inc.               

yword 2000, J

939 
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J1587, 
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3. 
 
本チュ

ュート

3
 
実際の
 
Vehicl
 

 
①メニ

File, S
まれま

Data ボ

また、

ehicle Spy Do

チュ
ュートリアルは

トリアル一覧は
 

3.1. ユ
のレッスンを始

e Spy のインタ

ニューバー：Ve
Setup, Spy Net
ます。メニュー

ボタンも含まれ

Vehicle Spy で

ocumentation

ュート
は、Vehicle Sp
は以下のとおり

ユーザ
始める前に、Ve

タフェースは、

ehicle Spy のイ

tworks, Measu
ーバーから、Ve
れます。このボ

で作業を進める

 – © Copyrigh

トリア
py の学習を迅

です。 

ザイン
ehicle Spy のイ

、下図の様に複

インタフェース

urement, Embe
ehicle Spy のす

ボタンにより、

るにつれ、メニ

ht 1997-2013

アル	
迅速かつ容易に

ンタフ
インタフェース

複数のパネルに

スの上部には、

edded Tools, S
すべての機能へ

、ユーザのデー

ニューバー中に

Intrepid Cont

行うために作

ェース
スに慣れること

に分割されます

標準的なメニ

Scripting and A
へとアクセスが

ータディレク

に複数のタブが

trol Systems,

成されました

スに親
とが重要です。

す。 

ニューバーがあ

Automation, R
が可能です。メ

トリへの迅速

が現れることに

, Inc.               

。現在、利用

親しむ
 

あります。これ

Run, Tools, He
メニューバーに

なアクセスが可

になるでしょう
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可能なチ

む	

 

れには、

elp が含

には、

可能です。

う。それ



 Ve

らのタ

ーバー

ュー用

タブを

のユー
 
 
②メイ

ルが占

で行わ

選択す

Autom
 
③ & ④
ために

フェー

等の機
 
⑤フィ

ビュー
 
⑥クイ

ドウェ

トカッ
 
⑦プラ

データ
 
これら

ンドウ

パネル

離しま
 

 

          
1 訳注

ehicle Spy Do

タブは、メイン

ーもしくはビュ

用のタブが、自

を削除する場合

ーザが、自身に

インワークスペ

占めています。

われます。メイ

するには、まず

mation）を、メ

④代替ワークス

に、Vehicle Sp
ースの下側及び

機能を有します

ィルタパネル：

ーが選択された

イック設定ボタ

ェアの設定変更

ットです。 

ラットフォーム

タベースオプシ

らのパネルのす

ウからの分離、

ル間の線へとマ

ます。上図の 

                      
注：メッセージ

ocumentation

ンワークスペー

ューアイコン(画
自動的にメニュ

合は、タブの右

にとって最適な

ペースパネル：

Vehicle Spy を

インワークスペ

ずビューのグル

メニューバーも

スペースパネル

py は代替ワーク

び右側に格納さ

す。 

メインワーク

たときのみ有効

タン：あるプロ

更が必要となる

ムの選択と設定

ションへのショ

すべては、ユー

といった動作

マウスを移動し

マークを御

                    
ジエディタ、

 – © Copyrigh

ース中に表示さ

画面右上もしく

ューバー上に現

右側の☓をクリ

なインタフェー

Vehicle Spy ユ

を起動した際に

ペース上に現れ

ループ（Vehicle
もしくはカメラ

ル：しばしば、

クスペースパネ

されており、カ

クスペースの左

効であり、Vehi

ロジェクトから

る場合がありま

定ボタン：この

ートカットで

ーザの好みに応

作が可能です。

します。そこを

御覧ください。

	

      
送信パネル等

ht 1997-2013

れるビュー
1
を

くは左下のカメ

現れます（上図

ックします。

ースを作成でき

ユーザインタフ

に現れる Logo
れるビューは、

e Networks, M
ラ型のビューア

複数のビュー

ネルを用意して

スタマイズ可

左には、フィル

icle Spy の多様

別のプロジェ

す。クイック

のドロップダウ

です。 

応じて、開く、

サイズ変更に

をクリック、ド

 

等の独立した

Intrepid Cont

をコントロール

メラ型アイコン

図では、Messa
このようなカ

ます。 

フェースの大部

n 画面など、殆

ビューの選択

Measurement, 
アイコンから選

ーを同時に見る

ています。それ

可能なタブのセ

ルタパネルがあ

様なフィルタ機

クトへと切り

設定ボタンは

ンメニューは

閉じる、移動

は、マウスの

ラッグし、パ

た各種パネル

trol Systems,

ルするために使

ン)からビューを

ges ビューの

スタマイズ可能

部分は、メイン

殆どの操作がこ

に基づき変化

Embedded To
選択し、その中

る必要がありま

れらのパネルは

ット等、メイ

ります。このパ

機能を有効化す

替える際には

、それらの共通

は、全ての設定

、サイズ変更、

ポインタが対

ネルが希望のサ

, Inc.               

使用されます。

を選択すると、

タブが現れてい

能なタブによ

ンワークスペー

このワークスペ

します。別の

ools, Scripting 
からビューを選

ます。これに対

は、Vehicle Sp
ンワークスペー

パネルは、Me
する際に使用し

、ネットワー

通のビューへの

済みのデータベ

、さらにはメイ

の矢印に変わ

サイズになった
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メニュ

そのビ

います）。

り、個々

ースパネ

ペース上

ビューを

and 
選びます。 

対応する

py インタ

ースと同

essages
します。 

クとハー

のショー

ベースと、

インウィ

るまで、

たときに



 Ve

3
 
作業効

能によ
 
タブの

のビュ

す。ク
 

 
分離し

ューの

が他の

結合先

ビュー
 

          
2 訳注

ehicle Spy Do

3.2. タ
効率向上のため

より、ビューを

の分離（下図）

ューをみる必要

クリック＆ドラ

したタブの再配

のタイトルバー

のビューへと近

先のビュー上に

ーの結合を行わ

                      
注：Vehicle Sp

ocumentation

タブ操
め、Vehicle Spy
を最も適切な場

： Vehicle Sp
要があるとき、

ラッグにより、

配置（下図）：

ーをクリック＆

近づいた時、結

に、移動予定先

わない場合は、

                    
py の、Wind
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操作	
y はメインワー

場所に設置する

py のタブは、

もしくは画面

メインウィン

分離したタブ

＆ドラッグし、

結合に関するオ

先の領域がハイ

キーボード上

      
ows アプリケ

ht 1997-2013

ークスペースか

ことが可能で

メインウィン

面上の異なる場

ンドウから分離

ブは、元に戻す

結合先のビュ

オプションが現

ライトされ、

上の Ctrl キーを

ケーションと

Intrepid Cont

からタブを分離

です。 

ドウ
2
から分離

場所に異なるウ

離します。 

すか、他のビュ

ーへと移動す

現れます。マウ

マウスを離す

押しながらド

しての全体の

trol Systems,

離する機能を備

離が可能です。

ィンドウを配置
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チュートリアル１：Vehicle	Spy の基礎	
 
概要 
 
この最初のチュートリアルは、Vehicle Spy に慣れる上で非常に有用です。本課題を通じて、Logon、メッセ

ージトラフィックの表示、メッセージフィルタリング等の、沢山の重要なスキルを学ぶことができます。 
 
Good Luck！ 
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押されていることを確認して下さい（②）。新規のメッセージ仕様を作成するには、パネル上部の”＋”ボ
タンをクリックします(メッセージ仕様は、簡単に削除可能です。Vehicle Spy 停止時に、削除したい行

をクリックし、さらに”－”ボタンをクリック）。空の行がパネル上側の表部分に、Setup ダイアログが下

側に表示されます。この Setup ダイアログで、新規の仕様を定義します。 
 

3) Description 欄に Module Message を入力：次に、メッセージに記述を加えます。これを Module 
Message と呼びます。Setup ダイアログの Description 欄をクリックし、”Module Message”と入力して

みましょう（③）。 
 

4) Arbitration ID5 “110”を入力：ここで、“110”を Arb ID 欄に入力します（④）。これにより、”Module 
Message”という記述が、ID 110 のメッセージに対して付加されます。 
 

5) メッセージに色をつける：注目するメッセージに色をつけると便利です。大量のメッセージが流れてい

る中で、独自の色をつけることで、瞬時にそのメッセージの認識が可能になります。Color 欄の右の小さ

な矢印をクリックし（⑤）、ドロップダウンから色を選択してください。 
 

6) 完成したメッセージの確認：このチュートリアルで指定すべき項目は、以上です（Setup ダイアログ中

の各オプションの詳細については,5.3.3 章を参照して下さい）。Messages Editor パネルの表部分で、こ

れまでの入力内容を確認して下さい。Setup ダイアログに入力したすべての仕様は、自動的にこの表に

反映されます。入力したメッセージが、上図と全く同じとなっていることを確認して下さい。 
 
備考: 好みに応じて、メッセージ記述や Arbitration ID のような情報は、直接表中に、もしくは Setup ダ

イアログに入れることができます。一方での変更は、もう一方にも自動的に反映されます。 
 

パート４：実行中にメッセージの詳細をチェック	
 
以上で、すべての設定が完了しました。Messages ビューに切り替えて、これまでの作業内容を見てみましょ

う。 
 
1) Messages ビューを開く：メインワークスペースの上部のタブから、Messages ビューに戻って下さい。 

 
2) Vehicle Spy の開始：画面左上のスタートボタンをクリックします（①）。 

 
3) スクロール・モードに変更：Scroll ボタンを押します（②）。Arb ID 110 の HS CAN メッセージに紐付

けられた、”Module Message”という記述が現れることを確認して下さい。Pause ボタンを押せば、より

簡単に確認できます。 
 

4) 固定モードに変更：ここで、Scroll をオフにします。先に指定した色の着いた、”Module Message”が見

えます。メッセージ中のデータの変化はいかがですか？データの変化は、灰色で強調されるため容易に

見つけることが可能です。 
 
備考：編集作業中に、Vehicle Spy を停止(画面左上のスタートボタン押下)する必要はありません。 

                                                           
5 訳注：アービトレーション ID。メッセージを識別し、その優先順位を示す ID 
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2) ドロップダウンリストを使用した列フィルタ：各列のタイトルの直下には、列フィルタのために確保さ

れた空欄があります。Description の下の空欄をダブルクリックしてみましょう。ドロップダウンリスト

を示す右側の小さな矢印をクリックします。ドロップダウンリスト内に、Messages ビューに現れる全

てのメッセージ記述が見えます。そのうちの１つをクリックし、Enter キーを押して下さい。空欄がメッ

セージ記述で埋まり、その記述を持つメッセージのみが表示されます。このフィルタリング方法は、

Arbitration ID のような、他の列に関しても同様に適用されます。 
 

3) 入力欄を使用した列フィルタ：大量のメッセージを観測しているとしましょう。探している特定のメッ

セージは、その Arbitration ID に 6 を含みますが、正確な値がわかりません。そのような場合、Arb ID の

列のタイトル直下の空欄に 6 を入力し、Enter キーを押します。640, 126, 260 のような 6 を含む

Arbitration ID を持つメッセージのみが表示されます。 
 
他の例として、探している ID が 3 で終わるとします。??3 と入力すると、Vehicle Spy は 123, 333, 643 
のような 3 で終わるすべての Arbitration ID を示します。フィルタに 1 つ以上のメッセージを含めたい場

合は、“?2?, 110, ?33” のようにコンマで区切ります。これらの列フィルタは、他の列に対しても同様に

動作します。もしデータベースを使用し、すべてのメッセージとシグナルが定義されている場合、

Description 列の直下の空欄に eng または odo と入力してみて下さい。メッセージ記述にそれらの文字を

含むメッセージやシグナル、即ちエンジンとオドメータに関係するものだけが残ります。 
 
列フィルタを削除するには、該当する場所をクリックして強調表示し、Delete キーを押して下さい。 
 
フィルタを変更することなく全ての列フィルタを有効化・無効化する場合は、Messages ビュー左上の

Filter ボタンを使用します。 
 
備考: 列の整列およびフィルタは、オンライン時でもオフライン時でも編集可能ですが、その変更は、

Vehicle Spy がオンラインのときのみ反映されます。 
 

パート７：メッセージのタイムスタンプ	
 
Filter パネルの試行が終了したら、カスタムフィルタによって Module Messages を包含した場面にまで戻って

下さい。本パートでは、Messages ビューのいくつかの重要な機能を観てみましょう。 
 
1) 相対・絶対時間表示： Messages ビューの Scroll ボタンをクリックして、スクロール表示にして下さい。

画面中の Time 列に気づかれたかもしれません。各メッセージは、それぞれ固有のタイムスタンプと共に

記録されます。デフォルトでは、Messages ビューは各メッセージに対して、相対時間表示を行います。

相対時間とは、現在のメッセージと、その直前のメッセージとの時間差です。絶対時間表示に切り替え

るには、Messages ビューの上部のΔT Time Abs ボタンをクリックします.（①）。絶対時間とは、

Vehicle Spy 開始時
8
から数えて、そのメッセージが現れたときの時間です。 

 
2) 一時停止：Messages ビュー使用時、一時停止機能は非常に重要です。スクロール表示をオンにして、

ΔT Time Abs ボタンの右側の Pause ボタンをクリックして下さい（②）。スクロールが停止し、パネル

右側にスクロールバーが表示されます。過去のメッセージトラフィックを観るためには、スクロールバ

ーをクリック＆ドラッグ、もしくは Page Up/Down キーを使用します。Pause ボタンは、スクロール表

示、固定表示時の両方で同等に機能します。 

                                                           
8 訳注：スタートボタン押下（オンライン移行）時。Vehicle Spy の起動時ではありません。 
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	例題			
 
以上で、Vehicle Spy の全ての基本機能を網羅しました。確認までに、以下にこれまでの内容をまとめます。 
 

 Logon ダイアログにて設定ファイルをロード 
 スクロール表示と固定表示の両方で、メッセージトラフィックを観測 
 Messages Editor ビューにおけるメッセージの設定 
 Messages ビューでメッセージを表示 
 カスタムフィルタを設定 
 列フィルタを使用したフィルタリング 
 フィルタの有効化/無効化と、包含/除外の切替 
 相対/絶対タイムスタンプ 
 データの一時停止 
 収集したデータのハードディスクへの保存 
 Messages バッファを消去 

 
より複雑な課題に取り組む前に、次の例題にトライしてみましょう。これまで学んだ内容の強化に役立つこと

でしょう。 
 
例題 
 

1) Filter バーを用いて、下記のフィルタの組み合わせをそれぞれ設定して下さい。また、それがメッセ

ージトラフィックに与える影響を説明して下さい。 
 

a. HS CAN を包含 
b. HS CAN と J1850 VPW を包含 
c. Network を包含、HS CAN を除外（Network は Filter パネル内の、Data Types の下に位置） 

 
※包含＝✔マーク、除外＝☓マーク 

 
2) 以下の両方を行って下さい。 

 
a. Messages Editor にて、あるメッセージ仕様を設定して下さい。それは、J1850 VPW メッ

セージで、１６進数のデータバイト”FF 40 60 03”を含みます。 
“FF” = Priority Type 
“40” = Target 
“60” = Source 
“03” = Byte 1 
 

b. このメッセージを包含するカスタムフィルタを作成して下さい。このメッセージのみを、

Messages ビューに表示してください。 
 

3) Arb ID “123”の CAN メッセージと、ヘッダ”FF”の J1850 メッセージ全てをフィルタする列フィルタ

を作って下さい。ヒント：コンマの使用 
 
いかがでしたか？ 
少し休憩を挟んでから、次のチュートリアルに進みましょう。 
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例題		
 
本チュートリアルを通じて、以下を習得しました。 
 

 送信メッセージを作成 
 代替ワークスペースを利用 
 メッセージの手動送信 
 メッセージの周期的送信 
 受信したメッセージに対する自動応答 

 
Vehicle Spy のエキスパートに、順調に近づきつつあります！ 
 
チュートリアル３に進む前に、以下の例題を試してみて下さい。 
 
例題： 
 
1) a) ２秒毎に送信するメッセージを作成して下さい。 
    b)  送信メッセージのみを表示するフィルタを作成して下さい。 
   ヒント：Filter パネルの Data Type 以下を参照して下さい。 
 
2) a) Arb ID 240(16 進数)の SW CAN メッセージを作成して下さい。 
    b) データバイト FF 22 34 12 の J1850 VPW 送信メッセージを作成して下さい。 
  そして、SW CAN メッセージを受信するごとに、このメッセージを送信するよう設定して下さい。 
 
以上です。準備ができたら次のチュートリアルに進んで下さい。 
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2) シグナルの作成：Setup ダイアログの下部に、Signals in Message エリアがあります。このエリアの＋ボ

タンをクリックして、空のシグナル仕様を追加して下さい（②）。 
 

3) シグナル記述の入力：そのシグナルに、Throttle position という記述を設定して下さい。これは、デフォ

ルトの記述（③）をダブルクリックし、新しい記述をタイピングすることで行います。 
 

4) シグナル・デコードの設定：デコードオプションを表示するために Edit ボタン（④）をクリックし、こ

のシグナルのデコード方法を定めます。 
 

パート３：アナログ値に対して式を入力	
 
Throttle Position シグナル値のデコードにあたり、適当な式を入力する必要があります。 

 
1) Signal Type の選択：Throttle Position は、多様な値を取り得ます。可変であり、即ちデジタルではなく

アナログと言えます。Signal Type は、Edit Signal ダイアログのドロップダウンリストから選択し、この

例ではアナログを選択します。 
 

2) シグナル位置の選択：次に、メッセージ中のどのビットとバイトをデコードしたいのか、その位置を指

定する必要があります。Start 欄の、Bit Position が 0 に設定されていることを確認して下さい。Length
は 8 ビットである必要があります。これにより、Engine Parameters メッセージの最初の１バイトが、

Throttle Position の生データとして設定されます。エンディアンは、デフォルトの Big End First のままに

して下さい。 
 

3) シグナルフォーマットの選択：Format 欄は、デコードされたデータの表示方法を指定します（下図②）。

リストから 0.0 を選択して下さい。すると、シグナルは小数点以下 1 桁の数値で表示されます。 
 

4) 単位の入力：Units 欄に % を入力します（③）。これにより、スロットル位置が%単位で表示されます。 
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以上が、簡単な Signal Plot の紹介です。本機能に興味を抱いた方は、ぜひ自身で色々と操作して試して

みて下さい。 
 

例題	
 
以上のように、メッセージからのシグナルのデコードは、決して難しくはありません。本チュートリアルでは、

以下を習得しました。 
 

 メッセージの作成とシグナルのデコード 
 式の入力とテスト  
 Messages ビューにおけるシグナルの表示 
 シグナルビューでシグナルの表示 
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関連付けるもの

pression Build
面中央(②)に、

し、その下の Pr
Expression 欄に

は Add To Expr
ョンファイル中

たメッセージ数
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成し、さらに、

on プロパティ

ファンク

ファンクショ

このチュート

クとプレイバ
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Text を Stoppe
って変わりま

, Inc.               

て下さい。 
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注意:“sig”の後の数字は異なるかもしれません。sig の数は、インデックス用のものです。 

 

パート５：まとめ		
 
お疲れ様でした。ここで、Vehicle Spy をオンラインにしてみましょう（画面左上スタートボタン押下）。グ

ラフィカルパネルから MS CAN Playback をオンにすると、MS CAN のトラフィックが見えるはずです。今回

作成したプロジェクトファイルにより、実際のバス上にて、キャプチャした ECU のトラフィックを流し、そ

の動作をシミュレートすることができます。 
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チュートリアル５：DTC データのリクエスト及び保存	
 
概要 
 
本チュートリアルでは、ファンクションブロックとグラフィカルパネルを用いて、Diagnostics Job サービス

を利用する方法を説明します。最終結果は、Diagnostic Trouble Codes(故障診断コード)の要求及び保存を行

う、グラフィカルパネル上のボタンになります。本チュートリアル完了後に出来上がるプロジェクトファイル

の一例としては、Logon 画面の Example タブにある”DTCRequestAndSave”を参照して下さい。 
 
本チュートリアルでは、以下のステップを通して説明します。 
 
1. DTC リクエストサービスの作成 
2. 情報を要求＆保存するファンクションブロックの作成 
3. エンドユーザーのためのグラフィカルパネルの作成 
4. ログデータの検索と参照 
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ックの記述を、”Program ECUs” のようなわかりやすいものに変更して下さい。 
 

3) スクリプトの作成：スクリプト完成にあたり、6 ステップが必要です。以下の表に、必要なステップと

その内容を示します。Ｄiag Job Action は、Value 欄をダブルクリックすると、動作させる診断ジョブと

動作方法が選択できます。詳細は、Diag Job Action コマンドのヘルプを参照して下さい。 
 
ステ

ップ 
コマンド 値 ステップ内容 

1 Diag Job Action Start DW CAN ECU 診断サービスを開始します。 
2 Diag Job Action Wait until Complete DW CAN ECU 選択した診断サービスが終了するまで待ちま

す。終了後、次のステップに進みます。 
3 Wait For 5,000 Sec 5 秒間待ちます。これは必須ではありません

が、スクリプトの動作をユーザが確認できる

よう遅延を入れます。 
4 Diag Job Action Start SW CAN ECU 診断サービスを開始します。 
5 Diag Job Action Wait until Complete SW CAN ECU 選択された診断サービスが終了するまで待ち

ます。終了後、次のステップに進みます。 
6 Stop n/a このファンクションブロックを終了します。

 
4) 開始設定を構成：Start タブで、Manual Start を選択して下さい。これは、次の節で設定するグラフィカ

ルパネルのツールから、ファンクションブロックを開始する上で必要です。 
 

パート３：グラフィカルパネルを作成	
 
グラフィカルパネルを作成し、DPS プログラミングの操作を簡単にしましょう。 
 
1) グラフィカルパネルを開く：Measurement -> Panels で、Graphical Panels Editor を開きます。 

 
2) パネルの作成：今回、画面の下部の、7 個のツールを用います。 

 
最初は、ファンクションブロックを開始するための Function Block ボタンです。設定すべき重要なプロ

パティは、以下の通りです。 
FunctionBlock: Program ECU 
FBlockAction: 0-Start 
 
設定すべき残りのツールを以下に示します。 
 
Text Display 
Signal: 最初のジョブに対して、Jobs -> Log -> Value プロパティを選択して下さい（Evaluate as text
が選択されていることを確認）。 
 
Text Display 
Signal: 2 番目のジョブに対して、Jobs -> Log -> Value プロパティを選択して下さい（Evaluate as text
が選択されていることを確認）。 
 
Bargraph 
Signals: 最初のジョブに対して、Jobs -> Percent -> Value プロパティを選択して下さい。 
Min: 0 
 
LED 
Signal: Jobs -> 最初のジョブ名 -> Is Successful プロパティを選択します。 
 
LED 
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チュートリアル８：CoreMini の使用と設定	
 
概要 
 
本チュートリアルでは、スタンドアローン操作とロギングのための、Coremini の使用方法を説明します。最

終的には、データロギングおよび J1979 RPM リクエストを行うスタンドアローン・アプリケーションが得ら

れます。デバイス
12
中の Micro SD カードに保存されたデータの抽出方法も、本チュートリアルに含みます。 

 
このゴールに向けて、下記のステップを実施します。 
 
1. J1979 RPM リクエストの作成 
2. データロギングのためのファンクションブロックの作成 
3. CoreMini をデバイスにロード 
4. データの抽出 
5. 収集したデータの表示 
 

パート１：送信メッセージの作成	
 
1) 送信メッセージを作成：Vehicle Spy を開き、Logon 画面にてログインします。次に、以下のパラメータ

で送信メッセージを作成します（詳細は 	

                                                           
12 訳注：neoVI FIRE などのデータロガー 
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